
・

アオイ科フヨウ属（ハイビスカス属）の一年草

原産地：アフリカorインド（諸説あり）

使用方法：新パルプ素材、紙など
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） 東京大学の研究結果より
（Lam et al., J. Wood Sci. 2003）

ケナフとは 実験材料・方法

NPO法人日本ケナフ開発機構より（ http://www.nihon-kenaf.or.jp/index.html）
ヤサシイエンゲイより（http://www.yasashi.info/ha_00005.htm）

2016年6月16日(木) ケナフの種を湿らせたキムワイプの上に置き,発芽させた
6月19日(日) ケナフをジフィー7に植え替え
7月23日(土)～7月26日(火) ケナフをプランターに389株植え替え

10月8日(日) プランターを教室に搬入

光合成能力が高い
ケナフでCO２濃度を
下げられないか？

動機
昨年度の先輩方の研究に興味を持った。今年度は具体的な数値を出
したいと考えた。

実験日時 実験
名称

測定場所 在室
人数

その他の条件・特記事項

平成28年10 /16
(日)

a E組・F組 無人 ドアと窓を締切り

11/13(日) d E組 2名 1回目：男子2名 2回目：女子2名
表2‐2に示す日程で測定

F組 2名 1回目：女子2名 2回目：男子2名
表2‐2に示す日程で測定

11/14(月) e E組・F組 E組40人
F組34人

通常授業が行われる中で、測定

11/16(水) b E組・F組 無人 ドアと窓を締切り、研修旅行期間

11/17(木) E組・F組 無人 研修旅行期間

11/18(金) E組・F組 無人 研修旅行期間

平成27年
10/11(日)～12(月)

c C組・D組
E組・F組

無人 昨年度の実験
ケナフ100株
D組はケナフ無しで測定
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ケナフの設置による
教室内環境への影響

期間 平成28年10月15日(土),16日(日),11月12日(土)～11月14日
(月),11月16日（水）～11月18日（金）

場所,室内環境 2年E組教室,2年F組教室を使用した。F組の窓際にケ
ナフ391株を設置し,E組教室には何も置かなかった。測定器は床から
1.2 mの高さに設置した。

人数 各クラスの在籍生徒数は,2年E組が40人,2年F組が39人である。

使用した測定器 CO2温湿度SDカードモニター『MCH‐383SD』；サトテック

実験a 左図を参照

実験結果・考察

10月16日と11月16日～18日
の比較

10月13日と11月14日
の比較

10月16日とH27年10月11日～12日
の比較

教室内の室温・湿度・CO2濃度がケナフの有無や生

徒の人数、時期などの条件でどのように変化するか
測定した。以下、共通条件である。

また、右図に各実験ごとの条件をまとめた。

ケナフの種子は,株式会社

ハート・プラザ様から分与い
ただいた紅麻4号と広島ケナ

フの会から購入した中紅麻
11号を使用した。

Satish et al., Environ. Health Persp., 120. 1671-1677. (2012)
Lam et al., J. Wood Sci. 49, 255-261(2003)
2015年度課題研究報告集(長野県伊那北高等学校理数科) 

国土交通省 気象庁 過去の気象データ検索
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php

・教室内で測定をおこなった際に、廊下や、窓の外など外部環境の影響を受けた
ので、より広範囲で精密な測定が必要であった。
・ケナフは栄養成長の際に、より多くのCO2を吸収するので、成長時期に測定を行う
とより良い結果が期待できたのではないか。

・植物の成長に合わせて測定できなかったことが悔やまれる。
・生物実験では外部の環境が測定に非常に大きな影響を与えることが分かった。

・実験対象が生物だったため、予測が難しく大変なことも多かったが、ケナフの光合
成の日変動がみられたことは大変有意義であった。

感想

反省

１人あたりのCO2排出量を相殺するのに必要なケナフは
624株から880株程度であると算出された

40人あたりのCO2排出量を相殺するのに必要なケナフは
24,960株から35,200株

まとめ

実験a  H28年10 /16(日)  無人
実験b 11/16(水)～11/18(金) 無人

実験a  10 /16(日)  無人
実験c H27年10月11月～12日無人

実験d 10月13日 2名
実験e 11月14日 E組40人,F組34人

http://www.nihon-kenaf.or.jp/index.html
http://www.yasashi.info/ha_00005.htm
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php

